
用
ひ
積
金
を
利
倍
増
加
し
一
方
の
用
に
充
つ
る
の
高
に
至
り
て
本
人
に
遮
付

か
へ
す

す
る
の
議
を
定
め
六
ヶ
年
を
以
て
一
期
と
す
其
備
金
を
出
す
人
を
垂
祁
合
耐
中

と
名
げ
其
積
金
を
出
す
人
を
積
金
祇
中
と
名
く

栓
か
か
く
じ
つ

今
本
吐
の
開
業
に
方
り
他
に
確
賀
な
る
営
業
の
見
込
な
き
を
以
て
限
り
に
質

し
う
き
ん

し
健
ん

こ
う
ら
い
か
く
じ
つ

店
を
開
き
本
吐
の
集
金
を
以
て
其
資
本
に
充
て
り
然
れ
ど
も
後
来
碓
賀
に
し

ぺ
ん
え
き

て
ん

迄
ぽ
う

て
人
世
の
便
益
と
な
る
べ
き
営
業
に
鱒
ぜ
ん
こ
と
ハ
吾
輩
の
希
望
す
る
所
な

り
｛
頬
ま
い
鋤
”
壁
塞
維
誰
諏
稚
龍
轄
紗
搾
錘
麺
霊
魂
杢
識
弛
函
添
嘩
恥
｝

つ
れ
く
せ
う
り
や
う
と
，
の

常
食
少
量
の
金
を
取
除
け
之
を
積
貯
へ
て
非
常
に
術
へ
ん
と
す
る
ハ
人
情
の

栓
つ

じ
う
ら
い

め
い
抄
う
も
う

欲
す
る
所
に
し
て
従
来
世
間
に
て
も
種
左
の
名
稲
を
設
け
積
金
垂
稚
を
結
び
日

と
な
も
ち
よ
る
い
す
ぐ
な
い
へ
あ
つ
め
き
ん
た
し
か
し

掛
月
掛
年
掛
杯
と
唱
へ
持
寄
る
の
類
少
か
ら
ず
と
雌
も
其
佳
奉
金
確
な
る
使

よ

い
｛
び

用
法
に
乏
し
き
と
其
危
害
の
預
備
な
き
と
に
由
り
て
中
途
に
し
て
鱗
嬢
茅
る

う
畦
う
と
蔭

ち
う
と

七
一

生
ろ
し

さ
ひ

も
の
多
し
さ
れ
ど
も
稀
れ
に
ハ
其
方
法
宜
き
を
得
る
も
の
あ
り
て
不
意
の
災

が
ひ
つ
ぐ
の

害
を
償
ひ
た
る
例
も
亦
性
を
之
あ
り
其
一
一
一
を
左
に
記
す
べ
し
今
よ
り
十
余

年
前
東
京
の
或
る
一
商
家
の
隠
居
某
近
隣
の
小
民
の
篇
に
積
金
講
を
結
び
て
達

な
づ

慮
講
と
名
け
月
女
小
量
の
金
を
集
め
て
積
金
と
な
し
た
り
し
が
程
無
く
戊
辰

ど
う
エ
う

た
づ
さ

ざ
ん
じ

の
時
愛
と
魚
り
都
下
一
般
に
動
揺
し
人
皆
老
幼
を
携
へ
て
立
退
き
暫
時
な
れ

ど
も
営
業
も
出
来
さ
る
こ
と
な
れ
ば
平
常
用
意
な
き
人
ハ
ー
時
の
急
を
凌
ぐ

ぱ
い
き
や
く

か
こ
ん
な
ん
ひ
と
か
た

が
篇
に
所
持
の
品
物
を
賓
却
せ
ん
と
す
る
も
之
を
買
ふ
る
の
な
く
困
難
一
方

こ
そ
く

な
ら
ざ
り
し
が
此
遠
慮
誌
組
合
の
人
友
ハ
ー
時
其
積
金
を
配
分
し
て
姑
息
を

』
ご
坐

と
り
つ
壁

し
づ

支
へ
再
び
営
業
に
取
績
き
た
れ
ば
倍
友
積
金
の
至
要
な
る
を
兇
ゑ
動
揺
の
鋲

1 3 4

東
京
積
金
祇
中
約
束
害

い
か
な
り
わ
い

き
い
が
い
き
ね
か

如
何
な
る
生
業
に
て
も
人
の
世
帯
に
は
必
種
女
の
災
害
の
免
る
可
か
ら
ざ
る

ろ
た
へ

じ
ん
じ
や
上

も
の
あ
り
て
又
必
之
れ
が
虞
備
な
か
る
く
か
ら
ず
人
事
梢
開
明
に
赴
き
た
る

国
女
に
て
ハ
火
災
諸
合
｛
》
郭
詩
討
》
｝
海
上
難
事
誌
合
｛
奉
却
動
詞
ン
｝
生
命
諸

合
毒
『
元
都
李
｝
等
の
方
法
備
わ
り
て
其
祇
中
に
向
ひ
て
請
合
料
を
排
ふ
人
友

も
し
さ
い
が
い

若
災
害
に
遇
ふ
と
き
ハ
華
祁
合
ひ
た
る
耐
中
よ
り
約
束
の
金
高
を
排
ひ
て
之
を

つ
ぐ
の
》
て
ん
が
い
か
う

償
ひ
其
損
害
を
蒙
む
る
こ
と
な
し
｛
蓋
都
祁
峰
密
唾
渉
釦
理
罫
諏
嘩
鐸
睡
確
癖
鈍
率
識
郡

鈍
唖
学
吾
日
本
に
て
も
近
来
有
志
翠
の
目
論
見
に
て
此
請
合
の
吐
中
を
設
く

る
の
企
て
あ
り
是
等
の
如
き
世
間
有
益
の
事
業
な
れ
ば
早
晩
必
謎
埜
に
ハ
な

く
わ
だ

た
し
か

る
ぺ
け
れ
ど
も
元
来
吾
圃
に
ハ
未
曾
有
の
こ
と
に
て
殊
に
危
害
の
確
な
る
割

合
を
知
る
べ
き
証
携
も
少
け
れ
ば
今
日
に
其
成
功
を
期
し
難
し
依
て
先
つ
暇

り
に
積
金
吐
中
を
結
び
て
姑
息
の
便
宜
に
備
へ
ん
と
似

よ
』
』
は
宮

さ
い
り
う
く
わ
い
し
ゃ

余
輩
五
年
前
よ
り
横
涜
に
於
て
積
金
祇
中
を
設
け
細
流
含
危
と
名
く
其
積
金

た
雁
ど

元
利
次
第
二
増
殖
し
一
店
の
使
用
に
ハ
耐
へ
難
き
程
の
高
に
至
ん
と
す
因
り

て
更
に
東
京
丸
屋
一
商
吐
交
銀
私
局
の
傍
に
一
局
を
設
け
東
京
種
金
吐
中
と
名

け
交
銀
私
局
の
吐
員
等
は
無
給
に
て
此
事
を
取
扱
ふ
こ
と
を
粕
せ
り
恋
鉢
誠

錘
岬
碕
捧
読
嘩
織
湘
葬
娠
鑑
や
雄
認
趣
壁
別
に
元
金
若
干
を
出
し
積
金
の
危
害
に
備

へ
積
金
並
に
此
積
金
を
も
合
し
て
成
る
べ
き
だ
け
確
か
な
る
営
業
の
資
本
に



に
て
畢
覚
上
手
に
金
銭
を
用
ふ
る
こ
と
な
り
稜
金
と
ハ
室
し
く
蓄
積
す
る
の

ま
た

意
に
非
す
常
食
多
少
の
除
れ
る
を
積
み
貯
へ
復
後
の
切
要
な
る
使
ひ
道
を
侯

し
ゆ
い
あ
や
吉
に
ぶ

つ
も
の
な
り
人
或
ひ
ハ
倹
約
積
金
等
の
趣
意
を
誤
り
必
要
の
費
用
を
も
省
き

ひ
た
す
ら
ち
く
ざ
い

ふ
せ
う
く
わ
じ

い
の
ち
ち
よ

て
只
管
に
蓄
財
を
求
め
常
に
不
消
化
の
食
餌
を
用
ひ
て
命
の
縮
む
一
）
と
を
忘

し
も
う

れ
教
育
の
費
用
を
厭
ふ
て
後
年
子
孫
の
世
に
後
れ
ん
こ
と
を
思
わ
す
蒜
毛
の

の

利
息
を
得
ん
が
魚
に
排
ひ
金
の
時
を
延
べ
て
世
間
の
信
用
を
失
ふ
の
類
な
き

た
上

そ
ん

一
昔
生
』

に
非
｛
９
正
し
き
差
引
勘
定
を
な
さ
ば
其
損
ハ
著
移
よ
り
も
甚
し
か
ら
ん
沙
汰

か
ぎ

の
限
り
と
一
室
ふ
ぺ
し

マ
マ似

上
に
記
す
る
所
の
も
の
わ
其
趣
意
瀧
近
に
し
て
云
ふ
に
足
る
も
の
な
し
と

い
へ
ど
も
此
積
金
祇
中
の
内
に
わ
無
畢
の
婦
女
兄
一
重
も
多
か
ら
ん
一
）
と
な
れ

げ
や
す

ぱ
唯
此
等
の
人
に
解
し
易
か
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
意
の
、
瞳

第
一
僚

今
此
吐
を
結
ぶ
の
主
意
ハ
吾
輩
自
ら
諸
合
元
金
を
出
し
て
自
己
の
積
金
を
保

け
ん
ぞ
く

護
し
｛
識
蛤
獅
諦
湖
鰍
唾
城
中
｝
且
吐
中
の
春
族
並
に
奉
公
人
等
を
し
て
無
用
の
喪

を
省
き
非
常
に
備
へ
し
め
ん
と
す
る
の
意
な
れ
ど
も
固
よ
り
今
結
び
た
る
吐

中
の
み
に
限
り
た
る
に
非
れ
ぱ
望
あ
る
人
ハ
誰
れ
に
て
も
随
意
に
入
吐
す
る

を
得
暑
へ
し
東
京
績
金
吐
中
の
名
を
題
す
る
所
以
な
り
但
他
家
の
脊
族
奉
公
人

ハ
其
主
人
よ
り
の
頼
み
に
非
れ
ぱ
入
吐
を
得
ず

第
二
像

第
三
係
よ
り
第
五
係
に
至
る
甲
乙
丙
の
法
に
従
て
猶
金
す
る
人
を
積
金
吐
中

1３５

ま
る
を
倹
ち
て
再
び
其
誰
を
結
び
今
餓
痔
識
せ
り
癖
醜
獅
塑
識
唾
峠
誌
蓉
誇
鍔
叩

韮
《

趣
意
ハ
此
講
中
の
人
狩
を
し
て
無
益
の
我
を
省
き
除
れ
る
所
の
も
の
を
祇
象
以
て
非
附
に
術
へ
親
あ

る
も
の
ハ
孝
養
の
手
岱
と
な
し
男
子
あ
る
も
の
ハ
教
育
の
資
と
な
し
女
子
あ
る
も
の
ハ
縁
付
の
用
惹

と
な
し
奉
公
人
厄
介
等
ハ
こ
れ
を
以
て
世
帯
を
持
つ
時
の
元
手
と
な
し
繭
事
差
支
な
き
人
ハ
知
音
懇

意
の
難
儀
を
枚
ひ
ヌ
ハ
幼
院
病
院
皐
校
等
に
寄
附
す
る
な
ど
総
て
有
益
の
用
に
術
へ
し
め
ん
こ
と
を

欲
す
る
な
り
固
よ
り
必
用
の
入
炎
を
も
省
き
て
蓄
財
を
求
む
く
き
に
ハ
非
す
怠
怖
遊
興
に
金
銀
を
饗

し
無
用
の
虚
飾
に
財
変
を
乗
る
が
如
き
共
身
に
灘
す
る
の
愛
用
を
稗
し
て
有
益
の
責
に
充
て
ん
こ
と

を
附
六
心
か
け
な
ぱ
知
ら
ず
識
ら
ず
共
封
の
幸
祁
を
招
く
端
と
も
な
り
な
ん
か
と
柳
の
那
を
結
び
て

速
胆
識
と
名
く
今
こ
の
誰
に
列
る
も
の
家
内
姉
女
子
に
至
る
玄
で
此
惹
を
忘
る
と
」
と
な
か
れ
と
恐

牽
罷
嘩
唾
諜
め
｝

た
ぱ
こ

或
人
ハ
従
来
姻
草
を
好
め
る
人
な
り
し
が
中
年
に
し
て
姻
草
の
身
に
益
な
き

き
と
だ
ん
ぜ
ん
き
ん

か
つ
き
う
ゑ
ん

を
悟
り
断
然
之
を
禁
ず
る
に
昔
由
り
嘗
て
吸
姻
の
篇
に
費
し
た
る
毎
月
の
高
を

葬
定
し
禁
姻
後
は
月
交
其
金
高
を
取
除
け
利
倍
増
加
し
け
れ
ハ
其
人
の
晩
年

に
ハ
大
な
る
高
と
な
り
遂
に
其
子
孫
管
業
の
資
本
に
充
つ
る
に
至
れ
り
と

き
る
い

か
が
く

叉
或
人
ハ
日
用
の
着
類
道
具
杯
を
求
む
る
節
に
ハ
其
口
叩
柄
と
慣
額
と
を
前
以

れ
ん

げ
ん

ゑ
ら

て
定
め
共
定
め
た
る
吉
向
よ
り
脈
に
し
て
貨
用
の
減
せ
ざ
る
も
の
を
鐸
ぴ
其
定

た
せ
う
あ
室
た
く
わ

め
た
る
金
高
の
内
多
少
除
り
金
を
得
る
毎
に
積
金
と
し
て
之
を
貯
へ
た
り
然

か
を
く

の
こ
せ
う
し
つ

る
に
固
ら
す
も
安
政
五
年
の
大
火
に
て
家
屋
も
ロ
、
物
も
残
ら
ず
焼
失
せ
し
が

ふ
し
ん
し
あ

其
積
金
を
以
て
並
己
請
を
仕
揚
ぐ
る
事
を
得
た
れ
ば
此
家
作
ハ
積
金
と
云
ふ
家

し
ゃ
く
じ
う
熟
な
し
た
な
ち
ん
は
ら

作
主
よ
り
借
住
し
た
る
も
の
と
看
倣
し
て
月
食
店
賃
を
挑
ひ
其
内
に
て
地
代

を
引
き
去
り
其
残
り
を
以
て
叉
積
金
と
な
し
慶
悠
の
末
年
に
至
り
て
遂
に
此

の
積
金
を
以
て
従
来
の
住
地
を
買
取
り
今
尚
其
地
代
を
以
て
積
金
と
魚
せ
り

た
れ
ひ
と

け
ん

と
云
ふ
以
上
皆
吾
輩
の
現
に
見
聞
す
る
所
な
り
」
誰
人
も
知
る
事
な
が
ら
倫

や
く約

と
ハ
ロ
叩
物
の
功
用
と
代
金
と
を
比
較
し
て
始
終
の
損
得
に
注
意
す
る
こ
と



四
年
金
五
十
七
回
三
十
五
銭
一
厘

五
年
金
七
十
六
回
二
十
三
銭
四
厘

六
年
金
九
十
七
回
二
十
八
銭
二
厘

右
満
期
取
高
若
し
尚
年
数
を
累
ぬ
れ
ば
其
高
を
増
す
事
左
の
如
し

七
年
金
百
一
一
十
一
回
○
六
銭
八
厘

八
年
金
百
四
十
七
回
五
十
九
銭
六
厘

九
年
金
百
七
十
七
回
三
十
銭
○
七
厘

十
年
金
二
百
十
回
五
十
八
銭
四
厘

十
一
年
金
二
百
四
十
七
回
八
十
五
銭
四
厘

十
二
年
金
二
百
八
十
九
回
五
十
九
銭
七
厘

十
三
年
金
三
百
三
十
六
回
三
十
四
銭
八
厘

十
四
年
金
三
百
八
十
八
回
七
十
一
銭

十
五
年
金
四
百
四
十
七
回
三
十
五
銭
五
厘

十
六
年
金
五
百
十
三
回
○
三
銭
八
厘

十
七
年
金
五
百
八
十
六
回
六
十
銭
○
二
厘

十
八
年
金
六
百
六
十
八
回
九
十
銭
五
厘

十
九
年
金
七
百
六
十
一
回
二
十
七
銭
四
厘

二
十
年
金
八
百
六
十
四
回
六
十
二
銭
七
厘

廿
一
年
金
九
百
八
十
回
○
三
十
八
銭
二
厘

廿
二
年
金
千
百
十
回
○
○
二
銭
八
厘
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玄
ん
き

－
Ｃ
い
ふ
積
金
ハ
年
一
割
一
一
分
ノ
利
息
に
て
利
倍
増
加
し
六
ヶ
年
の
流
期
に
至

た
い
し
ゃ

ハ
ソ
約
束
の
高
を
渡
す
を
法
と
す
故
に
若
し
中
途
に
し
て
退
紅
を
欲
す
る
人
ハ

交
銀
私
局
定
期
預
り
金
の
例
に
倣
ひ
年
一
割
の
利
子
を
添
へ
て
之
を
渡
す
ベ

マ
マ

ゆ
ず

し
又
退
祉
の
月
の
利
子
を
排
ふ
こ
と
な
し
但
し
之
を
他
人
に
談
ｈ
ソ
渡
す
，
わ
随

意
た
る
尋
へ
し

積
金
牡
中
火
災
或
ひ
わ
病
死
等
の
難
に
逢
ふ
人
其
積
金
を
諸
取
る
こ
と
を
欲さ

い

せ
ぱ
中
途
と
い
へ
ど
劃
も
定
約
利
息
の
割
合
を
以
て
之
を
渡
す
く
し
其
除
の
災

が
い害

ハ
無
事
退
吐
の
例
に
同
じ

積
金
の
受
取
書
ハ
元
金
高
を
記
す
る
を
法
と
す
其
元
利
合
高
ハ
下
文
第
三
峰

マ
マ

第
四
係
第
五
係
に
て
其
詳
細
を
知
る
べ
‐
し

第
三
降

甲
法
積
金
ハ
毎
月
一
回
づ
・
塁
を
出
し
一
ヶ
年
毎
に
十
二
回
に
至
り
て
約
定
の

利
を
加
へ
六
ケ
年
を
経
て
元
利
合
し
て
金
九
十
七
回
三
十
八
銭
二
厘
の
高
を

得
る
こ
と
左
の
如
し

但
以
下
三
法
と
も
積
金
ハ
ー
人
に
て
一
口
以
上
数
口
を
出
す
こ
と
随
意
な

り
叉
数
人
に
て
一
口
を
出
す
も
随
意
な
れ
ど
も
請
取
讃
ハ
ー
ロ
に
付
一
枚

を
渡
す
を
法
と
す

初
年
金
拾
二
回

二
年
金
二
拾
五
回
四
十
四
銭

三
年
金
四
十
回
○
四
十
九
銭
二
厘



七
年

八
年

九
年

十
年

十
一
年

十
二
年

十
三
年

十
四
年

十
五
年

十
六
年

十
七
年

十
八
年

十
九
年

二
十
年

廿
一
年

廿
二
年

廿
三
年

廿
四
年

廿
五
年

廿
六
年

金
百
八
十
五
回
四
十
一
銭
四
厘

金
二
百
十
九
回
六
十
六
銭
四
厘

金
二
百
五
十
八
回
○
二
銭
三
厘

金
三
百
回
○
九
十
八
銭
六
厘

金
三
百
四
十
九
回
十
銭
○
五
厘

金
四
百
○
二
回
九
十
九
銭
七
厘

金
四
百
六
十
三
回
三
十
五
銭
七
厘

金
五
百
三
十
回
○
九
十
六
銭

金
六
百
○
六
回
六
十
七
銭
五
厘

金
六
百
九
十
一
回
四
十
七
銭
六
厘

金
七
百
八
十
六
回
四
十
五
銭
三
厘

金
八
百
九
十
二
回
八
十
二
銭
七
厘

金
千
○
十
一
回
九
十
六
銭
七
厘

金
千
百
四
十
五
回
四
十
銭
○
三
厘

金
千
二
百
九
十
四
回
八
十
五
銭
一
厘

金
千
四
百
六
十
二
回
二
十
三
銭
一
一
一
厘

金
千
六
百
四
十
九
回
七
十
銭
○
一
厘

金
千
八
百
五
十
九
回
六
十
六
銭
五
厘

金
二
千
○
九
十
四
回
八
十
二
銭
五
厘

マ
マ

金
二
十
三
百
五
十
八
回
一
一
十
銭
○
四
厘
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廿
三
年
金
千
二
百
五
十
五
回
二
十
三
銭
一
厘

廿
四
年
金
千
四
百
十
七
回
八
十
五
銭
九
厘

廿
五
年
金
千
六
百
回
○
○
○
○
二
厘

廿
六
年
金
千
八
百
○
四
回
○
○
二
厘

廿
七
年
金
二
千
○
一
一
一
十
二
回
四
十
八
銭
二
厘

廿
八
年
金
二
千
二
百
八
十
八
回
三
十
八
銭

廿
九
年
金
二
千
五
百
七
十
四
回
九
十
八
銭
六
厘

三
十
年
金
二
千
八
百
九
十
五
回
九
十
八
銭
四
厘

第
四
係

乙
法
積
金
ハ
初
月
金
三
拾
回
を
出
し
二
ケ
月
目
よ
り
毎
月
金
登
回
づ
Ｌ
を
出

す
一
初
月
の
三
拾
回
ハ
ー
初
年
よ
り
利
を
加
へ
月
交
の
壷
回
ハ
甲
法
の
例
に
同
じ

く
六
ヶ
年
を
経
て
元
利
合
し
て
金
百
五
十
四
回
八
十
三
銭
四
厘
を
得
る
こ
と

左
の
如
し初

年
四
十
四
回
六
十
銭

二
年
金
六
十
一
回
九
十
五
銭
二
厘

三
年
金
八
十
一
回
三
十
八
銭
六
厘

四
年
金
百
○
三
回
十
五
銭
二
厘

五
年
金
百
二
十
七
回
五
十
三
銭

六
年
金
百
五
十
四
回
八
十
三
銭
四
厘

右
浦
期
取
高
若
し
尚
年
数
を
巣
ぬ
れ
ば
其
高
を
増
す
こ
と
左
の
如
し



十
二
年
金
三
百
八
十
九
回
五
十
九
銭
七
厘

十
三
年
金
四
百
一
一
一
十
六
回
三
十
四
銭
八
厘

十
四
年
金
四
百
八
十
八
回
七
十
一
銭

十
五
年
金
五
百
四
十
七
回
三
十
五
銭
五
厘

十
六
年
金
六
百
十
三
回
○
三
銭
八
厘

十
七
年
金
六
百
八
十
六
回
六
十
銭
○
二
厘

十
八
年
金
七
百
六
十
八
回
九
十
九
銭
五
厘

十
九
年
金
八
百
六
十
一
回
二
十
七
銭
四
厘

二
十
年
金
九
百
六
十
四
回
六
十
二
銭
七
厘

廿
一
年
金
千
○
八
十
回
○
三
十
八
銭
二
厘

廿
二
年
金
千
二
百
十
回
○
○
二
銭
八
厘

廿
三
年
金
千
三
百
五
十
五
回
廿
三
銭
一
厘

廿
四
年
金
千
五
百
十
七
回
八
十
五
銭
九
厘

廿
五
年
金
千
七
百
回
○
○
○
○
二
厘

廿
六
年
金
千
九
百
○
四
回
○
○
二
厘

廿
七
年
金
二
千
百
三
十
二
回
四
十
八
銭
二
厘

廿
八
年
金
二
千
三
百
八
十
八
回
三
十
八
銭

廿
九
年
金
二
千
六
百
七
十
四
回
九
十
八
銭
六
厘

三
十
年
金
二
千
九
百
九
十
五
回
九
十
八
銭
四
厘

第
六
係
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廿
七
年
金
二
千
六
百
五
十
三
回
十
八
銭
八
厘

廿
八
年
金
二
千
九
百
八
十
三
回
五
十
七
銭

廿
九
年
金
三
千
三
百
五
十
一
一
一
回
五
十
九
銭
八
厘

三
十
年
金
三
千
七
百
六
十
八
回
○
三
銭

第
五
催

す
を

丙
法
積
金
ハ
ー
初
め
百
回
を
出
し
六
ヶ
年
据
ゑ
置
き
初
年
よ
り
利
を
加
へ
六
ヶ

年
を
経
て
元
利
合
し
て
金
百
九
十
七
回
三
十
八
銭
二
厘
を
得
る
こ
と
左
の
如

し

一
初
年
金
百
十
二
回

二
年
金
百
二
十
五
回
四
十
四
銭

三
年
金
百
四
十
回
○
四
十
九
銭
二
厘

四
年
金
百
五
十
七
回
三
十
五
銭
一
厘

五
年
金
百
七
十
六
回
二
十
三
銭
四
厘

六
年
金
百
九
十
七
回
三
十
八
銭
二
厘

右
澗
期
取
高
若
し
尚
年
数
を
累
ぬ
れ
ば
其
高
を
増
す
〉
）
と
左
の
如
し

七
年
金
二
百
二
十
一
回
○
六
銭
七
厘

八
年
金
二
百
四
十
七
回
五
十
九
銭
六
厘

九
年
金
二
百
七
十
七
回
三
十
銭
○
七
厘

十
年
金
三
百
十
回
○
五
十
八
銭
四
厘

十
一
年
金
三
百
四
十
七
回
八
十
五
銭
四
厘



諸
合
元
金
総
高
に
分
配
す
べ
し

積
金
の
危
害
に
備
ふ
る
預
備
金
を
出
す
人
を
諸
合
吐
中
と
云
ふ
詩
合
社
中
ハ

共
出
せ
る
諸
合
元
金
を
以
て
積
金
の
危
害
に
備
ふ
る
も
の
に
し
て
別
に
其
身

代
を
以
て
之
を
諸
合
ふ
も
の
に
非
れ
ぱ
後
来
積
金
の
増
加
す
る
に
従
ひ
諸
合

か
ぶ
す
う

ぜ
ん
が
く

元
金
の
株
敷
を
も
増
加
し
務
め
て
積
金
全
額
の
危
害
に
備
ふ
る
に
充
分
な
る

高
を
要
す
ぺ
し

第
七
係

積
合
元
金
ハ
ニ
拾
五
回
を
一
株
と
定
め
一
人
に
て
一
株
以
上
を
出
す
も
随
意

た
る
べ
し
｛
一
弘
咋
廷
認
鍛
措
銃
識
鏑
池
｝

第
九
係

今
明
治
十
年
積
金
吐
中
開
設
に
方
り
積
金
の
利
足
を
年
一
割
二
分
と
定
む
る

ひ
か
く

も
の
は
横
涜
細
流
牡
開
業
以
来
の
請
取
利
足
と
費
用
と
を
比
較
し
音
田
今
世
間

普
通
の
利
息
寒
確
需
噸
許
誕
剰
錘
嘩
壱
季
独
御
噸
”
詮
副
操
函
祁
畔
津
諏
喉
味
群
砂
碓
綜
弛
噺

務
釧
に
”
塗
装
趣
唾
趣
や
錨
錘
掘
韮
嘩
諏
琢
華
埜
睡
錨
吋
稚
峡
銅
郷
嘩
詳
墾
諏
率
雑
蕪
錨
咋
五
域
叫
｝

さ
ん
こ
う
じ
ん
し
や
く

に
参
考
魁
酌
し
て
定
む
る
も
の
な
れ
は
自
然
歳
月
を
経
る
の
間
世
間
一
般
に

こ
う
か

利
息
の
降
下
す
る
こ
と
あ
ら
ば
其
時
勢
に
従
て
之
を
減
す
る
こ
と
あ
る
く
し

若
し
然
る
と
き
ハ
前
以
て
牡
中
に
報
告
す
べ
し
其
改
定
に
由
り
て
退
斌
を
望

む
人
に
ハ
中
途
と
雌
も
流
期
定
約
利
息
の
割
合
を
以
て
之
を
渡
す
べ
し
但
共

改
定
な
る
も
の
其
後
の
入
牡
の
み
に
開
し
て
其
前
入
赴
の
人
に
開
係
な
き
と

き
は
必
し
も
報
告
を
要
せ
さ
る
ぺ
し

第
十
係

も
ち
ろ
ん

主
へ
か
し

杜
中
の
辰
ひ
人
ハ
勿
論
支
配
人
た
り
と
も
給
金
前
貸
を
禁
ず
若
し
止
む
こ
と

さ
し
づ

を
得
ざ
る
と
き
は
必
就
長
の
指
団
に
従
ふ
ぺ
し
叉
牡
中
人
員
の
給
料
ハ
日
制

さ
ん
だ
ろ
く

を
以
て
渡
す
幸
江
法
と
す
叉
勤
怠
錐
に
日
を
勤
怠
を
認
む
く
し
牡
局
に
在
て
勤

け
い
し
つ

む
る
も
の
ハ
⑳
印
を
押
し
牡
用
に
て
外
出
す
る
も
の
ハ
⑳
印
を
押
し
軽
疾
に

て
献
局
に
在
る
も
の
ハ
癒
印
を
押
し
私
用
に
て
他
出
す
る
も
の
と
私
宅
に
て

は
ぶ

病
を
養
ふ
も
の
と
ハ
印
を
省
き
其
印
数
を
鉾
へ
て
勤
め
た
る
日
数
の
給
料
を

排
ふ
く
し
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諸
合
元
金
ハ
六
ヶ
年
間
退
祇
を
許
さ
ず
但
し
之
を
他
に
談
る
は
随
意
た
る
く

し華
祁
合
元
金
の
利
子
ハ
年
一
割
二
分
の
割
合
を
以
て
毎
年
之
を
排
ふ
を
法
と
す

一
人
に
て
四
株
以
上
を
出
す
入
若
し
此
利
子
を
以
て
甲
法
積
金
と
な
す
こ
と

を
望
む
と
き
は
月
食
利
子
を
排
ひ
て
之
を
較
金
と
な
す
を
得
ぺ
し

第
八
係

毎
月
末
に
は
一
ヶ
月
勘
定
表
を
製
し
毎
年
七
月
と
十
二
月
に
ハ
半
年
勘
定
表

を
製
し
て
何
れ
も
諸
合
祇
中
に
報
告
す
べ
し
｛
唖
立
舗
轄
嗣
畔
緬
畦
鉦
諦
峰
唖
誕
緬
識

浄
渥
透
噸
｝
浦
六
ケ
年
の
勘
定
期
に
於
て
除
益
あ
れ
ば
其
百
分
の
一
一
十
を
本

局
積
金
と
な
し
百
分
の
一
一
十
を
支
配
人
以
下
の
褒
美
金
と
な
し
百
分
の
一
一
十

を
洲
期
ま
で
積
み
綴
き
た
る
積
金
の
配
分
利
益
と
な
し
残
り
百
分
の
四
十
を



〔
注
〕
東
京
秋
金
就
中
約
束
杏
半
紙
判
十
一
丁

本
笹
は
明
治
十
年
刊
本
。
枇
浜
の
細
流
会
社
の
好
成
紙
に
よ
り
東
京
に
東

京
祇
金
社
中
を
設
立
。
秋
金
の
仕
組
象
は
細
流
会
社
祇
金
社
中
明
治
七
年
一

月
の
規
則
と
同
一
（
但
し
満
期
を
六
カ
年
と
し
た
）
。
明
治
十
二
年
一
月
細

流
会
社
秋
金
社
中
規
則
改
正
に
伴
い
東
京
執
金
社
中
の
規
則
も
改
正
（
利
率

の
引
下
げ
、
秋
金
法
等
の
改
正
）
を
行
っ
た
。

明
治
十
二
年
刊
本
半
紙
判
十
七
丁
。

東
京
積
金
牡
中

請
合
斌
中
惣
代

早
矢
仕
有
的

同

穂
積
寅
九
郎

店
支
配
人

高
瀬
伊
兵
術

従
前
丸
家
本
店
ノ
勘
定
場
一
一
於
テ
各
支
店
金
銀
出
納
ノ
ー
秀
「
セ
ー
ピ
ン
グ
ス

バ
ン
ク
」
ノ
体
裁
二
倣
上
交
銀
私
局
ヲ
置
キ
預
り
金
貸
付
金
篇
換
等
ノ
取
扱

ヒ
ヲ
兼
撮
セ
シ
ー
ー
追
狩
其
業
務
繁
多
二
及
ヒ
タ
ル
ヲ
以
テ
今
回
更
二
私
立
銀

行
ノ
旨
趣
二
基
キ
新
ダ
ニ
銀
行
ヲ
設
立
シ
左
ノ
創
立
証
書
ヲ
議
定
セ
リ

第
一
係

富
銀
行
ノ
名
号
ハ
丸
家
銀
行
ト
稲
ス
ヘ
シ

第
二
係

富
銀
行
ノ
本
店
ハ
東
京
日
本
橋
匡
桧
物
町
十
番
地
一
一
置
キ
尚
営
業
ノ
都
合
一
一

因
り
他
ノ
各
地
一
一
支
店
ヲ
設
置
ス
ル
丁
ア
ル
ヘ
シ

第
三
僚

営
銀
行
ノ
資
本
金
ハ
五
万
回
一
一
シ
テ
百
回
ヲ
以
テ
一
株
ト
定
メ
五
百
株
二
分

割
ス
ヘ
シ第

四
僚

営
銀
行
ノ
営
業
ハ
貸
付
金
預
り
金
保
誰
預
リ
篤
換
荷
篤
換
及
諸
公
債
証
書
外

国
貨
幣
地
金
銀
賛
買
等
ヲ
以
テ
業
務
ト
ス
ヘ
シ

第
五
係

富
銀
行
ノ
株
主
ハ
有
限
責
任
ト
ス
ヘ
シ

丸
家
銀
行
創
立
証
書
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明
治
十
年
一
月



第
六
係

富
銀
行
営
業
ノ
年
限
ハ
官
許
ヲ
得
ダ
ル
日
ヨ
リ
浦
二
十
ケ
年
タ
ル
ヘ
シ

第
七
係

鴬
銀
行
株
主
ノ
姓
名
宿
所
並
所
持
ノ
株
数
ハ
左
ノ
如
シ

第
八
僚

此
証
書
ハ
吐
中
一
同
ノ
利
益
ヲ
謀
ル
タ
メ
取
極
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
右
ノ
証
擬

ト
シ
テ
溌
起
人
一
同
姓
名
ヲ
自
記
シ
調
印
致
シ
候
也

護
起
人

丸
家
銀
行
規
約

営
銀
行
ノ
資
本
金
高
ハ
五
寓
回
ト
定
メ
百
回
ヲ
以
テ
一
株
ト
ス
ヘ
シ

但
一
人
一
一
テ
数
株
ヲ
所
有
ス
ル
モ
随
意
タ
ル
ヘ
シ

第
四
係

右
資
本
金
額
ハ
営
業
上
ノ
賞
況
ニ
ョ
リ
株
主
一
同
ノ
協
議
ヲ
経
テ
之
ヲ
増
減

ス
ル
Ｔ
ア
ル
ヘ
シ

第
五
係

資
本
金
五
万
回
ハ
丸
家
一
家
ヨ
リ
ニ
万
回
吐
中
一
同
ヨ
リ
三
万
回
ヲ
募
集
ス

ヘ
、
ン

第
六
係

右
資
本
金
ハ
富
銀
行
創
立
ノ
許
可
ヲ
得
ダ
ル
日
ヨ
リ
三
十
日
以
内
二
入
金
ス

ヘ
、
ン但

金
額
入
金
澗
二
至
ル
マ
テ
ハ
仮
株
券
ヲ
渡
シ
置
キ
逐
テ
本
株
券
ト
引
換

へ
渡
ス
ヘ
シ

第
七
僚

営
銀
行
営
業
年
限
ハ
創
立
ノ
許
可
ヲ
得
ダ
ル
日
ヨ
リ
浦
二
十
ケ
年
ヲ
以
テ
ー

期
ト
シ
洲
期
一
一
至
ル
毎
二
更
メ
テ
許
可
ヲ
乞
上
永
久
総
領
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス

但
営
業
期
限
中
ト
雌
モ
株
主
一
同
ノ
見
込
ニ
テ
協
議
ノ
上
解
祇
ス
ル
可
ア

ル
ハ
此
例
一
一
非
ス

第
八
係

富
銀
行
ノ
役
員
ハ
各
株
主
中
ヨ
リ
左
ノ
如
ク
選
翠
ス
ヘ
シ

1４１

第
一
係

今
般
丸
屋
交
銀
私
局
ヲ
塵
シ
丸
家
銀
行
ト
改
禰
シ
営
業
ハ
貸
付
金
預
り
金
篇

換
荷
篇
換
保
護
預
り
及
上
諸
公
債
護
書
外
国
貨
幣
地
金
銀
ノ
責
買
等
ヲ
以
テ

主
務
ト
ス
ヘ
シ

第
二
係

常
銀
行
ノ
本
店
ハ
東
京
日
本
橋
匝
櫓
物
町
十
番
地
二
置
キ
尚
誉
業
ノ
都
合
一
一マ

ー
ｑ

因
り
他
ノ
各
地
二
支
店
ヲ
設
置
シ
又
ハ
他
ノ
銀
行
曾
吐
卜
「
コ
ル
レ
ス
ポ
ン

デ
ン
ス
」
ヲ
締
約
シ
又
ハ
代
理
店
ヲ
設
ル
丁
ア
ル
ヘ
シ

第
三
峰



是
認
ヲ
経
ル
ー
一
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
賀
行
ス
ル
ヲ
得
ス

監
事
ハ
毎
二
株
主
一
同
ノ
委
員
ダ
ル
心
得
ヲ
以
テ
此
銀
行
ノ
営
業
正
確
ナ
ル

ャ
否
二
注
意
シ
其
諸
計
葬
ヲ
査
閲
シ
諸
役
員
ノ
勘
惰
ヲ
督
覗
ス
ル
ノ
任
ヲ
負

フ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
三
峰

役
員
ノ
月
給
左
ノ
如
シ

元
締
二
十
五
回

監
事
二
十
回

支
配
人
二
十
回

出
納
方
八
回

簿
記
方
八
回

書
記
方
六
回

手
代
五
回

小
僧
登
回

第
十
四
係

営
銀
行
ノ
株
主
ハ
各
食
所
持
セ
ル
株
数
十
箇
迄
ハ
一
株
毎
ト
ー
二
箇
ツ
ッ
ノ

謹
言
投
票
ヲ
篇
ス
ヲ
得
へ
シ
叉
十
一
株
以
上
百
株
迄
ハ
五
株
毎
ト
ー
二
筒
ツ

ヘ
ヲ
増
加
シ
百
一
株
以
上
ハ
十
株
毎
ト
ー
ニ
箇
シ
、
ヲ
増
加
ス
ヘ
シ

但
株
主
ノ
協
議
二
附
ス
ル
事
件
ハ
謹
言
投
票
ノ
数
五
分
以
上
ヲ
取
テ
元
締

之
ヲ
決
判
ス
ヘ
シ
叉
総
倉
二
於
テ
株
高
一
一
一
分
ノ
ー
以
上
ノ
出
席
二
非
サ
レ

1 4 2

元
締
一
人

監
事
一
人

支
配
人
一
人

第
九
係

支
配
人
以
下
ノ
役
員
ハ
元
締
監
事
支
配
人
一
同
ノ
議
決
ヲ
以
テ
之
ヲ
撰
任
ス

ヘ
、
ン

第
十
係

元
締
監
事
支
配
人
ノ
選
畢
法
ハ
毎
年
第
一
月
ノ
紹
倉
一
一
於
テ
投
票
ヲ
ナ
シ
其

多
数
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
営
選
者
ト
ス

第
十
一
係

支
配
人
以
上
一
一
選
翠
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
ニ
十
株
以
上
ヲ
所
持
ス
ル
モ
ノ
ー
ー
限
ル

ヘ
シ

支
配
人
以
下
出
納
簿
記
等
ノ
主
任
者
ハ
三
株
以
上
ヲ
所
持
ス
ル
モ
ノ
ニ
限
ル

ヘ
シ但

副
員
並
雇
入
レ
ノ
モ
ノ
ハ
此
限
ニ
ァ
ラ
ス

第
十
二
係

元
締
ハ
銀
行
ノ
全
体
一
一
注
意
シ
一
切
ノ
業
務
ヲ
総
括
シ
総
テ
其
責
一
一
任
ス
ル

モ
ノ
ト
ス
然
し
に
富
銀
行
規
約
外
ノ
事
ハ
漫
リ
ー
一
之
ヲ
専
行
ス
ヘ
ヵ
ラ
ス

支
配
人
ハ
元
締
ノ
補
佐
ト
ナ
リ
テ
銀
行
賞
際
ノ
事
務
ヲ
虎
誹
シ
営
業
上
ノ
得

失
一
一
注
意
シ
総
テ
其
責
一
一
任
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
然
し
に
定
例
外
ノ
事
ハ
元
締
ノ



純
益
金
高
百
分
ノ
十
積
立
金

是
ハ
総
株
金
高
ノ
ー
割
五
分
二
到
ル
迄
ヲ
度
ト
シ
之
ヲ
積
立
テ
諸
公
債

証
書
等
二
換
へ
其
殖
益
ヲ
謀
り
本
社
保
領
ノ
準
備
一
一
充
ツ
ヘ
シ

純
益
金
高
百
分
ノ
五
別
段
積
金

是
ハ
総
株
金
高
ノ
ー
一
割
一
一
至
ル
ヲ
度
ト
シ
之
ヲ
積
立
テ
非
常
ノ
災
害
又

ハ
貸
付
金
滞
り
等
ノ
損
失
一
一
備
フ
ヘ
シ

純
益
金
高
百
分
ノ
五
地
所
家
屋
積
金

是
ハ
現
今
所
有
ノ
地
所
家
屋
ノ
元
金
高
一
一
至
ル
ヲ
度
ト
シ
之
ヲ
積
立
シ

へ
、
ン

純
益
金
高
百
分
ノ
五
諸
役
員
賞
典
配
営

純
益
金
高
百
分
ノ
七
十
五
紬
株
高
へ
配
営

第
十
九
催

若
シ
格
外
ノ
純
益
ア
ル
カ
或
ハ
格
外
ノ
損
失
ア
ル
等
ニ
テ
前
係
配
富
ノ
割
合

ヲ
非
常
一
一
増
減
ス
ル
ヲ
要
ス
ル
杵
ハ
株
主
ト
ー
同
ノ
協
議
ヲ
経
テ
之
ヲ
決
定

ス
ヘ
シ

第
二
十
降

蒋
一
非
常
ノ
災
害
等
ニ
テ
莫
大
ノ
損
失
ヲ
生
シ
其
レ
カ
篇
メ
鎖
店
ス
ル
Ｔ
ア

ル
作
ハ
銀
行
負
債
及
釧
店
一
一
付
テ
ノ
諸
雑
費
等
ノ
仕
挑
方
ハ
創
立
誰
書
第
五

峰
二
準
携
シ
テ
庭
分
ス
ヘ
シ

第
廿
一
係

1 4 3

ハ
延
曾
ス
ヘ
シ

第
十
五
峰

毎
年
一
月
十
日
七
月
十
日
ノ
両
度
一
一
株
主
一
同
ノ
定
式
総
曾
ヲ
開
キ
其
半
期

中
一
一
取
扱
ヒ
タ
ル
事
務
ノ
詳
細
ヲ
元
締
ヨ
リ
演
述
シ
且
営
業
上
ノ
得
失
ヲ
討

至
ｍ
ス
ヘ
シ

但
右
半
期
中
営
業
ノ
賞
況
及
諸
勘
定
ノ
要
領
ハ
印
刷
シ
テ
各
株
主
一
一
頒
布

ス
ヘ
シ第

十
六
係

重
大
ノ
事
件
一
一
因
り
株
主
ノ
臨
時
総
曾
ヲ
要
ス
ル
Ｔ
ア
ル
件
ハ
五
日
以
前
一
一

元
締
ヨ
リ
其
旨
ヲ
株
主
一
同
一
一
通
知
ス
ヘ
シ

第
十
七
係

営
業
時
間
ハ
午
前
第
八
時
ヨ
リ
午
後
第
五
時
マ
テ
タ
ル
ヘ
シ

但
一
般
ノ
瓶
日
及
毎
月
第
一
日
曜
第
三
日
曜
ノ
両
日
ヲ
以
テ
休
業
ス
ヘ
シ

第
十
八
像

常
銀
行
ノ
総
勘
定
ハ
毎
年
両
度
伝
二
朋
其
精
葬
ヲ
ナ
シ
全
体
ノ
利
益
金
ヨ
リ

一
切
ノ
諸
経
費
ヲ
引
去
リ
共
純
益
金
ヲ
現
ハ
シ
第
一
回
ニ
ハ
此
純
益
総
高
百

分
ノ
六
ヲ
以
テ
繰
越
ノ
利
盆
ト
ナ
シ
第
二
回
ニ
ハ
総
高
百
分
ノ
セ
第
三
回
一
一

ハ
百
分
ノ
八
第
四
回
ニ
ハ
百
分
ノ
九
第
五
回
以
後
ハ
百
分
ノ
ー
ヲ
以
テ
年
禽

繰
越
利
益
ト
シ
後
期
ノ
利
益
中
一
一
葬
入
ス
ヘ
シ
右
ノ
如
ク
繰
越
高
引
去
り
其

残
高
ヲ
配
営
ス
ル
ノ
割
合
ハ
左
ノ
如
シ



第
廿
三
係

富
銀
行
ノ
株
主
ダ
ル
者
ハ
何
時
ニ
テ
モ
銀
行
一
一
束
リ
テ
勝
手
一
一
諸
帳
簿
ヲ
捻

閲
シ
又
営
業
事
務
ヲ
調
査
シ
其
所
見
ヲ
陳
述
ス
ル
了
随
意
タ
ル
ヘ
シ

賞
銀
行
ヨ
リ
官
府
一
一
封
ス
ル
諸
願
伺
届
書
ヌ
ハ
官
私
一
一
封
ス
ル
護
書
約
定
書

等
ハ
総
テ
富
銀
行
ノ
名
号
ヲ
用
上
斌
印
ヲ
押
捺
シ
叉
其
据
任
役
員
ノ
名
印
ヲ

第
廿
五
係

営
銀
行
ノ
諸
帳
簿
及
報
告
表
等
ハ
費
メ
其
書
式
ヲ
確
定
シ
一
切
之
一
一
準
携
ス

加
フ
ヘ
シ

歯
銀
行
ノ
株
式
ハ
外
国
人
ヲ
除
ク
ノ
外
何
人
一
一
テ
モ
所
持
主
ノ
勝
手
一
一
寅
却

譲
興
ス
ル
ヲ
得
へ
シ
其
手
績
ハ
墜
方
連
印
ノ
書
面
ヲ
銀
行
へ
差
出
シ
相
常
ノ

推
査
ヲ
受
ケ
タ
ル
上
株
券
ノ
裏
面
一
一
元
締
支
配
人
ノ
記
名
調
印
ヲ
受
ク
ヘ
シ

此
手
績
ヲ
経
ザ
ル
間
ハ
銀
行
ヨ
リ
割
渡
ス
ヘ
キ
利
益
金
ハ
其
株
券
ノ
名
前
人

一
一
渡
ス
ヘ
シ

但
右
手
数
料
ト
シ
テ
株
券
一
筒
一
一
付
拾
銭
ヲ
賓
渡
人
ヨ
リ
排
フ
ヘ
シ

第
廿
二
悌

株
式
券
状
ヲ
殴
損
シ
汚
壊
シ
タ
ル
等
ノ
可
ア
ラ
ハ
其
事
由
ヲ
認
メ
テ
之
ヵ
書

換
ヲ
求
ム
ヘ
シ
叉
之
ヲ
焼
亡
シ
紛
失
シ
タ
ル
等
ノ
可
ア
ラ
ハ
其
事
質
ヲ
詳
記

シ
タ
ル
書
面
ヲ
作
り
武
人
以
上
ノ
保
証
人
ヲ
立
テ
書
換
ヲ
求
ム
ヘ
シ

但
書
換
手
数
料
ト
シ
テ
廿
銭
ヲ
排
フ
ヘ
シ

第
廿
四
係

へ
、
ン

右
一
一
締
約
セ
ル
僚
件
賞
際
施
行
ノ
便
宜
ニ
因
り
改
正
増
減
ヲ
要
ス
ル
祥
ハ
株

主
一
同
ノ
協
議
ヲ
途
ゲ
之
ヲ
改
正
増
減
ス
ル
ー
‐
ア
ル
ヘ
シ

〔
注
〕
丸
家
銀
行
創
立
証
番
半
紙
判
本
文
九
丁

本
書
に
は
刊
年
の
記
戦
が
な
く
、
書
込
み
、
抹
消
等
が
あ
り
、
ま
た
株
主

及
発
起
人
の
姓
名
住
所
を
記
す
べ
き
場
所
が
空
白
で
あ
る
こ
と
か
ら
丸
家
銀

行
規
約
の
草
案
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、
本
書
の
末
尾
に
「
丸
家
銀
行
規
約
」

一
一
十
五
樵
（
草
案
）
を
併
峨
。

1 4 4


